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１．環境方針

環境理念

私たちは電気工事業として事業活動において、自然環境の保全を意識して

［創意工夫］を基本に環境負荷の低減を図り、自主的に環境保全活動に取り組みます。

行動指針

適用される環境関連法規を遵守して以下の項目を推進する。

（1）徹底して省エネルギーに取り組み二酸化炭素の排出量削減に努めます。

（2）省資源、ゴミの分別の推進により廃棄物排出量の削減に努めます。

（3）節電に努め電気使用量の削減に取り組みます。

（4）節水に努め総排水量の削減に取り組みます。

（5）化石燃料使用量の削減に努めます。

（6）事務用品、建設資材のグリーン購入を推進する。

（7）環境負荷の低減を目指した施工を推進する。

（8）周辺環境の社会貢献活動を推進する。

本環境方針を全従業員に周知徹底実行します。

改定日　令和５年 1月　

代表取締役    屋　宜　憲　保
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２．事業概要

2 代 表 者 名 代表取締役　　屋　宜　憲　保

3 所 在 地 本 社 〒902-0075 那覇市字国場１０１９番地の２

TEL 098-834-2168 Fax 098-834-2762

E-mail kowaengi@orange.ocn.ne.jp

4 建設業の許可 建設業の種類　　　電気工事業　　管工事業

許可番号　　　　　沖縄県知事許可（特定-2）　第545号

5 資 本 金 ￥２０，０００，０００．－

6 沿 革 創業　昭和４７年１月　光和電気設立

設立　昭和５６年３月　有限会社　光和エンジニアリングへ組織変更　

7 事 業 内 容

8 事 業 の 規 模

令和２年度 令和３年度 令和４年度

完成工事高（万円） 119,431 47,911 55,477

従業員数（人） 29 29 29

延べ床面積 74 74 74

9 管 理 担 当 者 環境管理責任者　　　　　　　屋宜憲保

担当者　　　　　　　　　　　玉那覇奈津子

連絡先　　　　　　     098-834-2168

10 対 象 範 囲 全組織・全活動
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1 KOWA

電気設備工事　　消防施設工事　　空調設備工事　　

設計・施工　　保守管理業務

有限会社　光和エンジニアリング事 業 者 名
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３．実施体制図(事業所及び建設現場）

役割・担当者・担当内容

　役割 　担当者 　担当内容

　環境管理責任者 　社長 　環境方針の作成

　屋宜憲保 　環境活動レポートの作成

　環境管理者 　取締役 　EA21実施・確認・建設資材グリーン購入

　屋宜宣光
　廃棄物排出量の削減担当

　環境事務局 　取締役 　文書作成・記録・事務用品グリーン購入

玉那覇奈津子
　水使用量の削減担当

　環境活動推進者 　取締役 　EA21取り込み活動実施

　屋宜浩嗣
　環境に配慮した施工の実施

環境活動推進者

並里安充 前原昇 呉屋実 山城甲

謝花喜則 知名秀和 上地聴 宮平静吉

狩俣充 屋宜泰毅 山川和章 屋宜憲人

城間 洋子 赤嶺　殻 崎間達人 新垣勝市

新垣裕也 金城睦範 小底　昇 町田繁幸

仲原源信 糸洲朝成 宮城和也 荒川健太
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環境管理責任者

屋宜憲保（社長）

環境管理者

屋宜宣光（取締役）

環境事務局

玉那覇奈津子(担当者）

環境活動推進者

屋宜浩嗣（社員）



４．環境目標と実績
（１）環境への負荷及び達成状況

単位

kWh

Ｌ

Ｌ

kg-CO2

kg

kg

㎥

㎥

（２）環境目標

2022年度を基準とし、毎年度１％の削減を目標にします。

削減目標値
2023年度 2024年度 2025年度

創意工夫により施工品質の向上、安全衛生関係の改善を図る。

軽油

二酸化炭素排出量

一般廃棄物廃
棄
物

排
出
量 産業廃棄物

水使用量（上水）

水使用量（雨水）

温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量

54.4

✕

✕

✕

〇

達成合否

✕

△

✕

〇
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＊購入電力排出係数　＝0.395kg-CO2 /kwh  ハルエネ 令和4年度実排出係数 R4.2.17 公表

5,880.0
－１％

291.2

kg-CO2

22,969.7

23,437.0

2,628.4

kWh

－１％

－１％
2,654.9

23,202.6

－１％
68,009.1

22,740.0

温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量 軽油

二酸化炭素排出量

購入電力

ガソリン

－１％－１％

－１％
22,733.9
－１％－１％

68,703.1

－１％
22,968.3

－１％
22,280.6
－１％

2,601.8

－１％

2,575.3

22,510.3

項 目
2022年度
1月～12月

単位

達成状況

削減目標基準
2022年度

項 目

294.1
廃
棄
物

排
出
量

69,397.1

Ｌ

一般廃棄物

削減目標
2022年度

20,653.8

22,941.1

2,310.3

78,662.8

102.3

4,447.6

リサイクルトナ－再生紙使用等事務用品の環境配慮商品の購入に努めた。

創意工夫により施工品質の向上、安全衛生関係の改善を図る。

＊達成合否は、100％以上：〇　100％以下90％以上：△　90％以下：✕　とした。
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購入電力

ガソリン

129.4

－１％

㎥

kg 6,000.0

グリーン購入 事務用品、電設資材の環境配慮商品購入の推進。

128.0

67,315.1
－１％

kg

－１％－１％

288.2

5,820.0

－１％

130.7
132.0

5,940.0

水使用量（上水）

297.1

Ｌ

創意工夫による施工

－１％
産業廃棄物

－１％

23,437.0

100.0%12.0

41.2%132.0

74.1%6,000.0

34.4%297.1

113.4%69,397.1

87.0%2,654.9

99.9%22,969.7

88.1%

グリーン購入

創意工夫による施工 

－１％



５．環境活動計画

二酸化炭素排出量の削減 担当者

1. エアコンの室内温度を設定する。（冷房温度２８℃）

2. エアコンや換気扇のフィルター清掃をこまめに実施する。

3. 休憩時間や使用時以外の部屋の消灯を徹底する。

4. 照明やエアコン等のスイッチ側に省エネステッカーを表示する。

5. 退社時の消灯を徹底する。

6. 退社時のＯＡ機器の電源を切る。 屋宜浩嗣

7. 外灯にセンサーを取り付ける。

8. エコドライブの徹底を図る。

9. 駐車場等で長時間アイドリングを行わないよう徹底する。

10. タイヤの適正な空気圧を保つ。

11. 積載重量を軽くするため車両には不要なものを載せない。

12 現場における建設機械は「排出ガス対策型建設機械指定要領」

に基き指定された排出ガス対策型建設機械を使用する。

廃棄物排出量の削減 担当者

1. FAX及び事務書類を電子化して紙印刷を少なくする。

2. 印刷済みのコピー用紙を裏紙として再利用する。

3. 事業所及び建設現場の廃棄物の分別・リサイクルを徹底する。 屋宜憲保

4. 使い捨ての物は極力使用せず一般ごみの削減を図る。

5.

水使用量の削減 担当者

1. 節水の意識向上を図る。（節水表示プレート取付）

2. 手洗い時に水を出しっぱなしにしない。 城間洋子

3. 洗車及び掃除用水等は雨水タンクの水を利用する。

屋宜憲保

活 動 内 容

建設現場においては、「創意工夫」に努め廃棄物の最小排出工法を提案
協議する。

グリーン購入

創意工夫による施工
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事務用品、電設資材の環境配慮商品購入の推進

創意工夫による施工品質の向上、作業環境の改善を推進する。



６．評価と次年度の取組内容

（１）環境活動計画の取り組み結果

事業所 建設現場 合計 事業所 建設現場 合計

二酸化炭素排出量 kg-CO2 76,064.3 76,064.3 69,397.1 69,397.1

購入電力 kWh 22,838.4 22,838.4 23,437.0 23,437.0

ガソリン Ｌ 23,811.1 23,811.1 22,969.7 22,969.7

軽油 Ｌ 4,574.1 4,574.1 2,654.9 2,654.9

一般廃棄物 kg 265.4 265.4 297.1 297.1

産業廃棄物 kg 4,500.0 4,500.0 6,000.0 6,000.0

水使用量（上水） ㎥ 74.8 74.8 132.0 132.0

水使用量（雨水） 12.0 12.0 12.0 12.0

（２）実施項目評価 次年度の取組

①

②　購入電力

③　ガソリン・軽油

④ 廃棄物排出量

⑤水使用料

⑥

⑦
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達成状況は88.1％であり、目標を達成できませんでした。
照明が不要な時間帯の消灯や、空調機の適正な室温管理を推進します。

達成状況は113.4％であり、目標を達成しています。
継続して削減に取り組みます。

継続

継続

継続

継続

継続

継続

達成状況はガソリンが、99.9％、軽油が87％であり、目標を達成できませんでし
た。エコ運転、省エネ車種への切り替えをして削減に努めます。

達成状況は41.2％であり、目標を達成できませんでした。熱中症対策で製氷機、
浄水サーバーの導入によるものと考えられます。雨水タンクの利用等節水に努め
ます。

グリ－ン購入 事務用品、電設資材の環境配慮商品購入を推進する。

創意工夫

温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量

廃
棄
物

排
出
量

グリーン購入 事務用品の環境配慮商品の購入に努めた。

施工品質の向上、安全衛生関係の改善に努めた。

項目 単位 2021年度 2022年度

創意工夫による施工 施工品質の向上、安全衛生関係の改善に努めた。

二酸化炭素排出量

達成状況は一般廃棄物34.4％、産業廃棄物74.1％であり、目標を達成できません
でした。工事量の増加に伴い廃棄物排出量も多くなったことが原因ですが、材料
の無駄のない現場管理を徹底していきます。



７．代表者の評価
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二酸化炭素排出量は、2022年度の環境目標値に対し、113.4％であり目標を達成しました。
社員のエコ意識の向上によるものとして評価します。今後は省エネ車の導入、エコ運転を推進しま
す。
電気使用量は環境目標値に対し、88.1％であり、目標を達成できませんでした。空調機の温度管理、
昼休みは消灯を行い節電を行います。



８．法規

環境関連法規への違反、訴訟等の有無

（1）当社に適用となる環境関連法規

No 主な適用法規 遵守状況

1 廃棄物処理法 遵守

2 建設リサイクル法 遵守

3 家電リサイクル法 遵守

4 消防法 遵守

5 沖縄県生活環境保全条例 遵守

6 フロン排出抑制法 遵守

（２）苦情、訴訟について

　　・環境関連法規への違反はありません。

　　・関係当局への違反なども過去3年間ありません。

　　・外部からの苦情なども一切ありません。

遵守すべき要求事項
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産業廃棄物収集・運搬業者の許可の確認、マニフェストの交付と回収、照合

建設廃棄物の発生抑制、特定建設資材の再資源化

物品購入に際し、できるだけ環境物品等を選択

消火、通報及び避難の訓練、消火器設置

事業活動に伴って生じる環境負荷の低減、県が実施する生活環境保全施策に協力

空調機の廃棄及び修理時のガス回収処理



KOWA
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